
呉地区支部　福島　仁美
「商店街におけるストリートファニチャー制作・設置事業」の完了報告

地域だより
呉

林野庁「地域材利用の木材関係者等への支援対策事業」に係る助成事業

　呉中通商店街では、平成27年度より舗装面の大規模

な改修が行われ、これまで設置されていた固定ベンチや

樹木などが撤去されました。そこで呉地区支部では、市

民の皆さんと一緒に、地域材を使って新しくベンチを作

り、設置することを提案。「2丁目商店街ベンチづくりプ

ロジェクト」をスタートさせました。そのプロジェクト

が完結するまでをご報告させていただきます。

　昨年11月から翌1月までの約3カ月間で、ベンチの耐

候性を向上させるため、呉工業高等専門学校の学生さん

と一緒に塗装を実施。またベンチの間に置く小さなテー

ブル（ベンチにもなります）も加工し、やすり掛けやバ

リ取りなどの下処理を済ませ、塗装、組み立てを行いま

した。作業を続ける

うちに、学生さんは

徐々に塗装準備のや

り方や塗料の扱いな

どにも慣れ、細かな

指示を出さなくても

作業が進められるよ

うになりました。

　3月上旬、呉高専の

間瀬先生と、青年・

女性委員会でベンチ

を組み立て、それぞ

れを金物で固定。現

地に設置するところ

までに仕上げました。

　3月下旬、昨年度よ

り始まった舗装面の

改修も完了したとこ

ろで、本部青年部会

の協力の下、現地に

ベンチを設置しまし

た。タマゴベンチと

同時に制作し、プロ

の家具職人さんによって製作された新デザインベンチも

隣に並びました。

　3月26日（日）、ベンチお披露目会を開催。当日は中通商

店街の路面改修工事完了の「こけらおとしイベント」も

開催され、商店街全体が賑わいムードでした。会には今

回の事業でお世話になった呉高専の先生をはじめ、デザ

インを提案してくださった学生さん、店主様、株式会社

土肥様など、多くの関係者にご臨席いただきました。

　呉市の新キャラクター「呉氏（クレシ）」も駆けつけてく

れて、会場を賑やかに盛り上げてくれました。

　ベンチがお披露目されると、市民の方が入れ替わり立

ち替わり座って写真を撮られたり、ベンチの由来を尋ね

られたりと、大好評。店主様も、予想以上の出来栄えと

評判に、大変喜んでくださいました。

　呉市民にとって、商店街のベンチはとても馴染みのあ

るものでした。今回、このような形で建築士会が関わる

ことができたことは、偶然ではなく、必然だったのかも

しれません。ご協力してくださった多くの方々に感謝申

し上げます。呉にお立ち寄りの際には、是非２丁目商店

街のベンチをご覧ください。
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日  時 プログラム名 単  位 主  催 連絡先
5／18 監理技術者講習 6 日本建築士会連合会 03－3456－2061

5／24 徹底解説！最新事例からみる評価点アップのポイント 6 インターウェーブ 099－812－0677 

5／27 「建築数量積算の実務」講習会（広島会場）【仕上①】 6 日本建築積算協会 082－221－9759

5／28 「建築数量積算の実務」講習会（広島会場）【仕上②】 6 日本建築積算協会 082－221－9759

6／13 「建築数量積算の実務」講習会（広島会場）【躯体①】 6 日本建築積算協会 082－221－9759

6／14 「建築数量積算の実務」講習会（広島会場）【躯体②】 6 日本建築積算協会 082－221－9759

6／17 若手・新入社員技術講習会 6 日本建築協会中国支部 082－232－6471

6／18 監理技術者講習 6 日本建築士会連合会 03－3456－2061

6／15 既存住宅状況調査技術者講習【移行】 3 広島県建築士会 082－244－6830

6／17 「省エネ適合性判定と建築確認の手続き」説明会 3 ビューローベリタスジャパン 03－5325－7338

6／29 既存住宅状況調査技術者講習【新規】 5 広島県建築士会 082－244－6830

7／17 既存住宅状況調査技術者講習【移行】 3 広島県建築士会 082－244－6830

7／13 監理技術者講習 6 日本建築士会連合会 03－3456－2061

7／26 仮設安全監理者資格取得講習会 8 全国仮設安全事業協同組合 03－3639－0641

7／28 既存住宅状況調査技術者講習【新規】 5 広島県建築士会 082－244－6830

4月20日現在CPD認定プログラム（5～7月の広島県内実施分）

青年部会のメーリングリストに登録しませんか？

　社会活動委員会青年部会では、45歳以下の会員を中心に活動をしております。活動の情報発信にはメーリング
リストを利用していて、本部青年部会だけでなく、7支部ある各支部の青年部会等の活動の情報も発信しておりま
す。興味のある方は事務局までご連絡ください。よろしくお願いします。  [ e-mail：info@k-hiroshima.or.jp ]

社会活動委員会　青年部会

　2月25日（土）、一級建築士・二級建築士免許証明
書の交付式を広島・福山の会場で開催し、両会場合
わせて一級建築士50名、二級建築士44名が出席され
ました。交付式では、元廣清志会長が建築士会の意
義と魅力を語るとともに、一人ひとりに免許証明書
を手渡されました。また監督官庁である広島県建築
課の荒川泰生課長からは、建築士としての責務等と
一人ひとりの
継続的な能
力・技術向上
を願って激励
の言葉を頂き
ました。

●28年度 合格者数
　一級建築士：全国3,673名（広島県93名）
　二級建築士：全国5,920名（広島県127名）

平成28年度 一級・二級建築士
　　　 免許証明書交付式を開催

会員増強推進チーム リーダー　井本　健一

表紙写真について
希望の家四丁目

●設計監理／㈲アイシン設計事務所

●施　　工／㈱平田組

●所 在 地／呉市焼山中央 4丁目

●用　　途／障害者就労支援通所施設

●構造規模／ＲＣ造　木造混構造　2階建

●延床面積／ 635.39 ㎡

●竣　　工／ 2017 年 3月

　就職が困難な方に日常生活の支援と授産活動（仕事）を行う

ことによって就労自活への意欲と機能を伸ばし、地域での生活

への橋渡しを手伝う施設です。

　南面の３ｍ下がった隣地に小川が流れ、その後ろには風に揺

れる竹藪の緑のカーテン。格好のプライベート空間の立地条件

を生かすようプランニングを進めました。１階は保護者と一緒の

多目的行事やレクリエーションに、また近隣住民との交流、共生

の場として利用する大広間とサロンを、素朴で飾らない凛とした

力強さを感じさせるＲＣの打放しに。２階は各種作業を行う５つ

の部屋を、構造材を現した形の違う天井に。温もりと優しさを

13 種類の無垢の木を使った

木造の混構造としました。

　コンクリートと木の骨格

を覆う仕上げは、内外共シ

ラス壁です。シラス壁は、宮崎県のカルデラ噴火で発生した火砕

流により形成されたシラス台地から開発された、100％自然素材

の壁材です。 左官さんの繊細な手作業での味わい深いテクス

チュアが、調湿、消臭、空気清浄機能を発揮して、快適な安らぎ

の住空間をつくります。

　この建物が社会福祉法人「きぼう」の皆さんと共にコツコツ、

ゆっくりと時間を重ねて深みを増し、常に心の支えとなることを

願っています。

32



設置場所設置場所
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焼杉下見板 
構造用合板 
発泡ウレタン t=200 
塗装合板（目地処理）

ｽﾃﾝﾚｽ製保存箱  

　３月18日（土）、尾道市原田町「原田

芸術文化交流館（旧原田中学校）」にて、

「まちづくり研修会～尾道市原田町の地

域活動見学会～」を開催しました。

　当日は元廣清志会長に、建築士会に対

する理解や地貢献活動のＰＲなど行って

いただきました。引き続き、ＮＰＯ法人

「原田芸術文化交流館」事務局長の佐藤

顕治様に、「統合により廃校となった中

学校を地域活性化の拠点とする取り組み

について」ご講演いただきました。廃校

空間を、「原田町歴史資料館」や地元彫刻家「矢形勇彫刻

記念館」として利用。また音楽会、産品市、マルシェなど

の開催により集客力も徐々に増えている現状と、運営ス

タッフや財源確保など、今後の課題についてもお話しい

ただきました。

　カフェタイムを挟んで、原田町歴史文化同好会事務局

長の平岡顕様に、「原田町の歴史を研究し町民が自分の

住む町を知る事で、これからのまちづくりを考える」と

題してご発表いただきました。この活動には広島県建築

士会の地域貢献活動助成制度も活用されており、その成

果も報告されて、午前中の講演を終えました。

　「尾道まなび村」まで移動して、手作りの昼食をご馳走

になった後、午後からはＮＰＯ法人「尾道まなび村（清

実高等学園）」事務局長の加藤千政様から、「不登校やニー

トなど若者の居場所づくりの取り組みと空家対策事業へ

の取り組み」についてお話しいただきました。ニートや

引きこもりの若者が83万人（内閣府発表）もいる今の日

本にあって、農業を通じて若者の自立を支援する取り組

みに、参加者一同大変感動し、設立から現在に到るまで

の並々ならぬご苦労を淡々とお話しされる加藤様に心を

動かされました。ニートや引きこもりの若者をいかにこ

のような活動につないでいくか、参加者全員が大切な課

題として持ち帰りました。

　定員30名いっぱいの参加者があり、大変有意義な講

演内容で、盛況のうちに終えることができ、関係者の皆

様には大変感謝しております。ありがとうございました。

地域だより
尾　道

尾道支部まちづくり委員長　濱田　昌範
まちづくり研修会　尾道市原田町の地域活動見学会

１．はじめに

　「雪室」は、雪国に古くから伝わる食品の保存庫。東北

地方では、「雪室」の特徴を生かし、ブランド食材による

地域活性化への取り組み等が行われています。県北支部

では青年層の会員を中心に、平成26年度から、小規模な

雪室の可能性についての検証実験を行ってきました。昨

年度は、国営備北丘陵公園にもご協力をいただき、本格

的な実験に着手しました。その内容について、中間報告

をいたします。

２．雪室の特徴

　「雪室」は、年間を通して温度3℃以下、湿度85%以上

で推移します。一般的な冷蔵庫が10℃前後の温度変化が

あることに比べ、安定した環境で保存を行える環境にあ

ります。また、冷蔵庫に比べて振動等の影響がなく、開

け閉めによる光の変動や、急激な温度の変化がないこと

も特徴として挙げられます。

３．設計

　事前に専門家の意見を聞き、設計に反映。材料は、一

般的に入手できる規格品を基本としています。断熱材の

継ぎ目を揃えないこと、

詰めた雪の融水を排水

できる排水口を確保す

ること、気密性を高め

るために継ぎ目には防

水テープ処理を施すな

どをポイントとしてい

ます。

４．設置

　本年 2月 28 日（火）、

県北支部会員 9名によ

り設置。今回の実験は、

国営備北丘陵公園（庄

原市）のご協力により、

公園内に設置させてい

ただきました。当日は

朝 9時から丸１日掛か

りの作業となりました。

今回の実験では、リン

ゴ、馬鈴薯、ニンジン、

玉ネギ、日本酒を保存

することとしました。

５．今後について

　雪室の特性把握を行うため、初夏を目途に保存物を取

り出し、広島県立大学に成分分析を依頼する予定にして

います。同時に、残雪状態等も確認し、雪室の性能向上や、

設置の省力化に向けて、構造等についても改善を進めた

いと考えています。

地域だより
県　北

県北支部　田端　智樹
雪室の事業化に向けた実験について （中間報告）

　県北支部では、現代の一般的な建築材料を用いたコンパクトな雪室について、将来的な事業化も視野に入れた実

証実験を試みています。本年 2月に、国営備北丘陵公園内に「雪室（プロトタイプ）」を設置し、食品等を保存しました。

初夏を目途に保存した物を取り出し、雪室の特性把握と事業化に向けた検討を行う予定です。

本社　〒730-0013 広島市中区八丁堀 15-8-6F
TEL：082-836-3300　FAX：082-228-8201
支店：東京
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